






































































　　　―チュマル（曲馬爾）村とシュンポンシ（双朋西）村の事例からー                














































































































































































































































































































































































































































ヤク 50頭や羊 150匹の家畜を五つに分け、ヤク 10頭
と羊 30匹にした。それらを①長男の分、②末子の分、
③両親を扶養する分、④長男に新しい家屋を建てる費
用分、⑤末子の結婚費用分としたことにより、彼の長
男は新しい家屋を建てて生家から分離することになっ
た。すなわち、結果的に末子は生家を継承し両親の面
倒を見ているので、②や③、⑤を得、長男は①と④を
得た。
事例２
　双朋西村のD（63歳）には息子が5人と娘が2人いた。
しかし、息子のうち次男が婿養子、三男は僧侶になり、
二人の娘は嫁に行った。それ故、彼は 2004年に家産
を家に残る 3人の息子達に分割した。当時、彼がヤク
70頭と羊 300匹を六つに分割した。
　六つを①長男の分、②四男の分、③末子の分、④両
親扶養の分、⑤三男の僧侶を扶養する分（チベットの
僧侶の生活用品は基本的に家族から提供する）、⑥末
子に新しい家屋を建てる費用分とした。しかし、彼が
上述のうち両親を扶養する分と三男の僧侶を供養する
分は 3人の子供に平等に分割した。それは 3人共同で
両親と兄弟の僧侶を扶養するということであった。
事例 3
　曲馬爾村のE（60歳）は、息子が 2人と娘が 3人であっ
た。そのうち、彼の末子は公務員であり、娘達は嫁に
行った。2011年に彼が家産を分割する時、末子には
安定した収入があり、仕事の都合で年間に 2，3回し
か村に帰らない。末子が州と県政府がある隆務鎮で長
年生活しているため、生家や家畜など家産全部長男が
継承することに決めた。そのかわり末子が町でアパー
トを購入するとき、家族は少し援助することにした。
　末子相続については、日本の人類学者中根千枝が以
下のように述べている。
「長男が結婚する頃は、父親はまだ壮健であるが、末
子が結婚するころになると年老いてくる。したがって、
家族の労働力配分からも至当な方法と言える（中根　
1987『社会人類学』P96）」
　調査村では生家を基本的に末子が継承している。し
かし、家庭の事情によって異になる場合もある。特に、
改革開放後、村人は農牧畜の生産以外に子供達の教育
も重視するため長男は農業や牧畜業の労働者になり、
末子は学校へ通うことがおおい。末子達は公務員や教
師など安定した収入があり、村と離れた町で長年生活
することが多くなる。この状況によって長男が生家や
家畜、畑など家産相続することもまた増加したのであ
る。
　チベットの伝統的な財産継承の条件は子供達に公平
に均分することである。改革開放後経済の発展や子供
の教育が重視されたことが原因で、近年労働者の長男
が生家や家産全部を継承することになっている。それ
は長男が農業や牧畜業を行い家族にとって莫大な貢献
があるからである。また末子に安定した収入があるこ
とも理由である。それ故、村の財産継承方法は時代や
経済発展によって変遷しているが、その条件である公
平平等の原則は現在も変わってないといえる。
3．まとめと今後の展望
　調査では中国青海省チベット族の村社会の変遷を聞
き取りで概観することができた。
　本調査を通して 1950年解放以来の中国青海省チ
ベット族の村社会の変遷は主に二つの時期に分かれ
ることが分かった。1つは、1950年から 1979年改革
開放までのチベット村社会の行政組織の変遷、もう 1
つは、改革開放以来の経済発展によって村人の家屋、
財産相続や扶養など伝統的な習慣の変遷である。
　1979年改革開放までの組織的な変遷は、チベット
族の村社会にとって受動的なものであった。それは中
国のチベット族は 1950年代解放以来、中国の政治運
動や政策に従ってきたからである。典型的には合作社、
人民公社、文化大革命などである。これによって伝統
的な村社会の長老会、寺院など伝統的な社会システム
は破壊された。その代わりに中央政府が党支部書記や
村長などを設置し、政治や経済面で中共がつくった政
府が直接村を管理することになった。
　改革開放以来の村社会の家屋や財産相続と扶養な
ど伝統的な習慣の変容は能動的であると言える。1979
年改革開放後村社会では畑や家畜を各家庭に請負わせ
る家族請負（承包）制度を実行し、経済的な発展が村
の家族構成、人口、教育などに影響を与えて変容させ
た。言い換えれば、村人も経済的な発展や社会全体の
変容に応じて、生活の空間である家屋や財産相続と扶
養などの伝統的な習慣を変遷させたといえる。
ガザンジェ
98
　1950年代以来村では小学校教育を受けられるよう
になり、特に、改革開放後は義務教育制度が実行され
た。現在、村社会では中学校や高校、さらに大学の教
育を受けた村人もどんどん増えている。村人のうち、
年長者がチベット語しかわからないことに対して、若
者のなかにはチベット語・中国語のバイリンガルであ
り、さらに英語ができる人も生まれた。それで、チベッ
トの村社会ではチベット文化の消滅傾向を惜しみ、知
識人を中心として伝統的なチベット文化を継承し、外
来文化も吸収しながら中国の経済や社会の発展に応じ
た独自の近代社会へ進むための努力も生まれている。
　解放前の封鎖的な独自の社会は、1950年以来、中
央政府の政治や文化の影響から免れることはできな
かった。漢文化はチベット文化に強烈な影響を与え続
けている。特に、改革開放以来、チベット族の村社
会の経済もある程度発展し、村人も学校の教育を重視
するようになった。若者たちが学校で教科書やマスメ
ディアなどを通して外国の歴史や文化と接触し、西洋
の歌やダンス、ファッションなどをまねする若者は町
や学校でよく見るようになった。外国語の旅行ガイド
をしている若者も増えている。さらに外国へ留学に行
く人もふえている。言い換えれば、今日のグローバリ
ゼーションの時代に、外国の文化もある程度間接的に
チベットの文化に影響を与えている。
　今後、1950年以来の青海省チベット族の村社会の
組織、農牧業の変遷、特に改革開放以来の経済の発展
によってチベット村社会の人口、家族構成、生業など
がどのように変遷したか、詳細に調査する。1950年
以来から現在までの中国青海省チベット族の村社会の
民族誌を記録したいと思う。
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